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実
質
賃
金
が
十
三
か
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
の
原
因
分
析
と
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

二
〇
二
一
年
十
二
月
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
所
信
演
説
で
岸
田
総
理
大
臣
は
、
「
日
本
の
未
来
を
担
う
若
者
世

代
、
子
育
て
家
庭
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
置
き
、
そ
の
所
得
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
す
る
毎
月
勤
労
統
計
に
お
い
て
実
質
賃
金
は
十
三
か
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

賃
金
上
昇
が
物
価
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
四
半
世
紀
、
欧
米
先
進
国
で
は
実
質
賃
金
が
概
ね
三
割
程
度

は
上
昇
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
実
質
賃
金
は
低
下
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

岸
田
内
閣
の
下
で
実
質
賃
金
上
昇
率
の
マ
イ
ナ
ス
が
十
三
か
月
連
続
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。
実
質
賃

金
上
昇
率
の
マ
イ
ナ
ス
が
十
三
か
月
連
続
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
岸
田
内
閣
の
経
済
政
策
の
効
果
は
低
か
っ
た
と
評

価
す
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

二 

岸
田
内
閣
は
実
質
賃
金
を
プ
ラ
ス
に
転
換
さ
せ
、
所
得
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
岸
田
内
閣
の
経
済

政
策
を
ど
の
よ
う
に
修
正
す
る
の
か
。 

三 

日
本
の
実
質
賃
金
が
低
迷
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、
派
遣
労
働
な
ど
非
正
規
雇
用
の
大
幅
増
加
、
残
業
代
未
払
い
の
横



 

２ 

 

行
、
人
手
不
足
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
保
育
や
介
護
な
ど
の
福
祉
関
係
職
員
の
低
い
賃
金
水
準
な
ど
歴
代
自
民
党
内
閣
が
進
め

て
き
た
経
済
政
策
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

四 

日
本
の
賃
金
を
、
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
水
準
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
派
遣
労
働
制
度

の
原
則
廃
止
な
ど
非
正
規
雇
用
の
正
規
雇
用
へ
の
転
換
、
残
業
代
未
払
い
の
取
り
締
ま
り
強
化
、
人
手
不
足
で
あ
る
保
育
や

介
護
な
ど
の
福
祉
関
係
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
の
政
策
を
政
府
が
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何

に
。 

 

右
質
問
す
る
。 


